
1
戦略的研究
課題（県単）

ブランド力・産地の魅力向上の
ための「おいしい」しまね和牛安
定供給体制の構築（H30～H32）

しまね和牛改
良
・

肉用牛

消費段階まで見据えた「しまね和牛」ブランド力の強化を実現する
ため、「しまね和牛」の特徴を定量的に表す独自の指標による、お
いしさ評価手法を開発するとともに、指標に基づいた遺伝的改
良・飼養管理改善による、おいしい「しまね和牛」安定供給体制の
確立をめざす。

2
戦略的研究
課題（県単）

「しまね和牛」の生産基盤の拡
大と新たな担い手確保のために
水田等を活用した省力技術の確
立（H30～H32）

繁殖技術
「しまね和牛」の生産基盤を確保するためには、繁殖牛の維持・
増頭が不可欠の課題であり、担い手を確保するための低コスト生
産ならびに省力的生産ができる水田放牧技術を確立する。

3
課題解決型
(県単）

地域資源を活用した島根型ＴＭ
Ｒ調製方法の検討
(H28～H30)

酪農・環境
県内の飼料自給率向上のため、新たな未利用資源の発掘とWCS
用大豆の栽培技術を確立する。また、稲WCSや飼料用米と新た
な地域資源を混合したTMR調製技術を確立する。

4
課題解決型
(県単）

早生茎葉型イネホールクロップ
サイレージを用いた飼料給与技
術の確立
－水田二毛作に対応した効率
性と利用性向上に向けて－
(H29～H31)

酪農・環境
県内の飼料自給率向上のため、秋ソバとの二毛作体系に対応す
る新たなイネWCS用早生茎葉型品種の栽培技術を開発するとと
もにイネWCSの多給による飼養管理体系を構築する。

5
課題解決型
(県単）

県内産飼料を活用したTMR給与
による「しまね和牛」の短期肥育
技術の確立
(H29～H31)

肉用牛
肉用牛肥育経営の収益性向上のため、県内産飼料を活用した
TMR給与体系による26カ月齢出荷の短期肥育体系を確立する。

6
基礎的
(県単）

枝肉形質および脂肪酸組成に
関する育種価およびDNA解析に
よる「しまね和牛」種雄牛改良方
式の構築
(H30～H34）

しまね和牛改
良
・

繁殖技術

育種価の効果的な解析と、受精卵移植・ＤＮＡ解析等の技術を活
用し、能力の高い新規種雄牛の造成・選抜方式を構築する。

7
基礎的
(県単）

繁殖牛のゲノミック評価法の確
立と生産性高位安定化技術の
開発による「しまね和牛」雌牛群
の経済的能力の向上
(H28～H32)

繁殖技術
・

しまね和牛改
良

繁殖雌牛群の能力向上のスピードを速めるため、新たな個体評
価法を確立するとともに、優良繁殖雌牛を効果的に増殖、増頭す
る生産技術の高位安定化を図る。

8
競争的資金
(国補）

国際競争力強化に向けた黒毛
和種短期肥育技術の開発
(H28～H32)

肉用牛

肥育期間中の給与飼料の調整・管理方法を開発し、黒毛和種肥
育牛の平均的出荷月齢（29カ月齢）を、枝肉形質を維持しながら
100日間短縮する飼養管理プログラムを作成するとともに、本プロ
グラムに適した遺伝的系統を明らかにする。

9
競争的資金
(国補）

乳用牛の泌乳平準化とAIの活
用による健全性向上技術の開
発
（H29～H32)

酪農・環境

牛群検定記録等から平準化乳牛の経済性を加味した生産モデル
を構築し、最適な搾乳・乾乳期間の泌乳平準化乳牛の”飼い方”
モデルを提示するとともに、乾乳期短縮技術を開発して平準化乳
牛のための乾乳期飼養マニュアルを構築する。さらに、泌乳曲線
をAIにより予測し、泌乳に影響を与える個体要因の解析システム
を開発、実証する。

10
競争的資金
(国補）

和牛のゲノムデータベースと地
域サンプルを活用した生産阻害
因子解明のための解析プラット
フォームの構築
(H30～H32)

繁殖技術
・

しまね和牛改
良

和牛ゲノムデータベースの更新、管理体制、さらに地域特異的サ
ンプルを用い候補有害差異を検証するシステムや有害差異のＤ
ＮＡ診断法の開発と普及体制の構築により和牛の生産阻害因子
の排除・抑制の実用化をめざす。

試験研究課題一覧（平成３０年度）

番
号

区分
（財源）

研究課題名 担当科 研究概要


